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落下事故を防ぐ

注意をしないと、 手すりをよじ登ったり、 すき間から乗り出したりして、 重大な落下事故が起きてしまいます。

このような事故を防ぐには、 手すりの高さや形がポイントになります。

まずは、 手すりがさびたり、 腐ったりして弱くなっていないことが第一条件。 手すりそのものが弱くなってい

るとちょっと力をかけただけで、 壊れたり、 外れたりしてとても危険です。 次は、 手すりの高さです。 手すり

は、 子どもがすぐには乗り越えられず、 大人も簡単には落ちないために最低限必要な高さとして、 床から１ｍ

10cm 以上と法律で決められています。

もうひとつのポイントは、手すりの形。 安全なのは、子どもが足をかけてよじ登れないような形です。 たとえば、

手すりは、 縦型の桟（さん）などがよいとされていています。 ただその場合でも桟のすき間が広いと、 すき

間を抜けて落ちてしまう危険があるので、 すき間は子どもの足が入らないくらい狭いものが理想的です。

また、 ベランダの室外機、 部屋の窓際にあるソファやいすも危険です。 手すりや窓の高さが十分でも、 それ

らを足がかりに乗り越えてしまうこ

とがあるからです。 落下の危険が

あるところでは物の置きかたに注

意するのはもちろん、 ベランダな

ど高いところで小さな子どもが一

人にならないよう周りの人が注意

してあげることも大切ですね。 

ドア、 窓による事故を防ぐ

住まいでは、 ドアや窓など 「動く」

ものにぶつかったり、 はさまれたり

する事故がよく起きます。 たとえ

ばドアでは、 閉まっていたドアが急

に開いて人とぶつかったり、 開い

ているドアが急に閉まって、 ドアと

枠の間に手や指をはさむ事故があ

ります。

このような事故については、 風な

どで急にドアが開いたり閉まったり

しないよう、 ドアを固定するあおり

止めやストッパーを使うと防止に役立ちます。 また、 はさまれる事故は、 出入りする側ではさまれるより、 ちょ

うつがいの側ではさまれる方が、 てこの原理が働いて大きな事故につながります。 それを防ぐため、 ドアが

最後まで閉まっても、ちょうつがい側に指の太さくらいのすき間が残ったり、指がすき間に入らないようになっ

ているなど工夫されたドアもあります。

　

転倒事故を防ぐ 

今の住まいは昔ほど段差が多くはないのですが、 それでも気をつけたいことのひとつです。

お年寄りは視力も弱くなり、 足の上げ下げも少しずつ衰えてくるので、 分かりにくいちょっとした段差でつま

ずき、 転んでしまうのです。 しかも、 それが原因で骨折し、 寝たきりになってしまうこともあります。 お年寄

りが暮らす住まいでは、 特に注意したいところです。

段差以外では、 ツルツルしたタイルや石張りの玄関ポーチ、 浴室の床は、 濡れていると滑りやすく危険です。

また、 フローリングの部屋の床は、 スリッパや靴下で歩くとすべりやすいものです。

「危ないな」 と思ったときには、 大人に相談して、 分かりにくい段差を目立たせるようにしたり、 水に濡れる

床を滑りにくい素材に変えるなど、 事故を予防するための方法を考えてみてください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

梅雨もカラっと省エネ

毎 日 続 け ら れ る 身 近 な 省 エ ネ 術

雨の日が続くこの季節は、湿度が高くなります。
洗濯物の乾燥やお部屋の除湿に役立つ情報を集めました。
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